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序文

7月第 1週およひ第 2週に現在の作用素環理論の最先端で活躍中の研究者を世界
各地から日本に招き、二つの大きな研究集会か開催されました。海外から訪れたのは、

K Fredenhagen (Hamburg Umv), U Haagerup (Odense Univ), V F R Jones (U C
Berkeley), R Longo (Umv Rome II), A Ocneanu (Pennsylvama State Umv ), F R5
dulescu(U C Berkeley), C Sutherland(Umv New South Wales),竹崎正道 (UCLA)の
各氏である。最初の谷ロノンポノウムは指数理論および部分因子環理論に関する研究集会
であり、次の数理解析研究所での研究集会は作用素環論全般に関する研究集会であり、こ

れかその報告集である。

竹崎 duali七 yの:確立なと作用素環理論において輝かしい業績をあげ、また日本の作用素

環研究者にとって良き指導者でもある竹崎正道氏の還暦記念祝賀会もこれら二つの研究集
会の間に盛大に挙行されました。

海外からの訪問者には谷ロノンポノウムにおいて指数理論研究者向けの専門的な講演
をお願いしましたか、数理解析研究所においては一般の作用素環研究者向けの講演をして

頂きました。これらは谷ロノノポノウムの Proceedmgsとして近日中に出版される予定に
なっています。また、数理解析研究所における UHaagerup氏の講演は作用素環理論に
おける古くからの問題に対する解答を与えるものてあり、0*一 algebra理論へのイノパクト
も大きいと思われます。研究集会中に“Quasitraces on exact O*algebras are traces”と
表題された氏の手書きのノートか一部の人たちに配布されましたか、その他にもこのノー

トのコピーを希望する人々は多いと思われます。鮮明さに関しては少し問題占はあります
か、内容の重要性から判断して、そのままの形で氏のノートをここに収録することにしま

した。この事に決く同意して下さった UHaagerup氏に感謝いたします。
また、二つの研究集会の開催の為に尽力してくださった荒木不二洋氏に感謝の意を表

します。

河東 泰之 (東大数理)

幸崎 秀樹 (九大教養)
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